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法令翻訳の必要性

社会的必要性

l 国際社会のグローバル化
l 日本社会の透明性の確保
l 外国人に対する最新法令情報の提供
l ビジネスの基礎
l 法令情報の国際的共有のための基盤作り
l 法整備支援などの基盤作り
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従来の法令翻訳の問題点

l 同じ語に対する訳語が異なる

l 使われている訳語が適切かどうか分からない
l 誰がどのように翻訳した結果なのか分からない

l 必要な法令や関連する法令に対する翻訳がない

l 法令が改正されても翻訳はそれに対応していない
l どの時点の法令に対する翻訳なのか分からない

l 翻訳をどこで入手できるかわからない（入手しにくい）

l 翻訳専門家に依頼すると費用がかかる



4

法令翻訳事業が満たすべき条件

l 高品質性
l 首尾一貫した訳語選択

l 自然な翻訳結果

l 大量性・体系性
l 必要な法令の網羅
l 関連法令の一括翻訳

l 継続性・最新性
l 法令改正への対応

l 翻訳品質向上の持続

l 流通性
l 翻訳結果の利用の容易さ

l 社会的信頼性
l 翻訳結果に対する

社会的信頼

l データ管理性
l 法令バージョンの管理

l 翻訳バージョンの管理

l コスト管理性
l 翻訳専門家による作業は

不可避

l 形式性
l 慣習を踏まえた書式による

提供
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翻訳法令データ提示のイメージ
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l 要求条件を満たす法令翻訳システム
||

法令翻訳支援システム
＋

法令データ管理システム

l 翻訳の依頼・発注から翻訳結果の管理・公開までを
一括して扱う

提案する法令翻訳システムの特徴
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日本語法令文
（新規立法・全部改正法）

翻訳者

一般公開

翻訳法令
データベース

翻訳依頼・発注からデータベースへの登録・公開まで

採択・管理委員会

標準対訳辞書

品質検査

翻訳案
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翻訳依頼・発注からデータベースへの登録・公開まで

１．採択・管理委員会は、翻訳が必要な法令を提示して、翻訳専門家（複数の場合もあ
る）へ翻訳 を依頼 ・発注する。「この法令の翻訳を求めています 」といった募集を行
うことも考えられる。

２．翻訳者は翻訳案を作成し、ウェブ上の投稿システムを使って提出する。

３．コンピュータ による翻訳案の品質検査を行う。
４．採択 ・管理委員会は、品質検査後の翻訳案をさらに検討し、採択したものを翻訳法

令データベースに登録する。

５．翻訳法令データベースは、原則として、一般に公開する。

７－２
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翻訳者

翻訳法令
データベース 採択・管理委員会

標準対訳辞書

品質検査

翻訳の品質維持（訳語の一貫性維持）

一般公開

翻訳案

日本語法令文
（新規立法・全部改正法）
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翻訳の品質維持

コンピュータ上の 利用し、提出された翻訳案の品質を自動的に検品質検査システムを
査し、一定のレベルに達しない翻訳 案を棄却する。その際、提出された翻訳案に現れ
る専門用語の翻訳が、翻訳法令データベース中にある翻訳例と一貫性があるかどうかも
検査し、訳語選択の一貫性を図る。この検査には が必要となるが、これは標準対訳辞書

翻訳法令データベースから により構築される。対訳辞書構築ツール

８－２
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翻訳者

翻訳法令
データベース 採択・管理委員会

標準対訳辞書

品質検査

翻訳の品質向上（翻訳済み法令の再翻訳）

一般公開

翻訳済み法令

再翻訳案
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翻訳の品質向上
法令が一部改正された場合には、その改正内容に対応して翻訳結果を修正するため

に、翻訳専門家に対して再翻訳を依頼 ・発注する。
一方、翻訳品質をさらに向上させるために、法令が改正されていなくても再翻訳を行

う。その場合、公開されたデータベース中の翻訳結果を見た他の翻訳者は、より良い翻
訳案を提出することができる。その場合、採択・管理委員会が従来より良い翻訳結果で

あると認めれば採択し、データベース中の翻訳結果を更新する。他にも、ある専門用語
の訳語を変更した場合にデータベース中の訳語をすべて変更する作業や、法令が改正
された場合に必要箇所を抽出・提示して翻訳を依頼する作業など必要である。これらの

作業は， を利用して行う。翻訳法令データベース管理ツール

９－２
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標準対訳辞書

採択・管理委員会

品質検査

翻訳者

翻訳法令
データベース

翻訳支援
ツール

制限付
データ

法令翻訳システムの全体像

ネット上の
評価グループ

一般公開

日本語法令文
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その他機能を含めた法令翻訳システムの全体像

１．翻訳法令データベースを利用した を翻訳者に提供する。翻訳支援ツール
２．翻訳案を評価する評価グループ を設立 し、採択・管理委員会は、その意見に従っ
て採択の可否を決める。評価グループは、 を利用しインターネット上の投票システム
て、翻訳案を評価する。

３．登録された翻訳結果の公開に必要な制限を加えることができる。たとえば、公開先を
当初は翻訳依頼主に限定し、一般公開は一定期間経過後にすることが考えられる。そ
のようなデータ管理も を利用して行う。翻訳法令データベース管理ツール

１０－２
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必要なサブシステム

1. 標準対訳辞書

2. 翻訳者支援システム

3. 翻訳検査システム

4. 翻訳評価支援システム

5. 法令データベース管理システム

6. その他システム
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１．標準対訳辞書（１）

l 訳語の一貫性維持
l 訳語リスト

l 訳語の使い分け情報

標準対訳辞書

品質検査

翻訳者

翻訳法令
データベース

翻訳支援
ツール



13

１．標準対訳辞書（２）

l 対訳辞書構築ツール
が必要
l 大量の対訳法令

データから自動構築

標準対訳辞書

採択・管理委員会

品質検査

翻訳法令
データベース l 対訳辞書は成長する

l 翻訳法令データから
対訳辞書を構築

l 高品質の対訳法令
データの増加により
辞書の質も豊かに

対訳辞書
構築

ツール
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l 標準対訳辞書との
インタフェース
l 標準訳語を提示

l 訳語の使い分け情報を
提示

l 翻訳法令データベース
とのインタフェース
l 関連法令の翻訳結果を

提示

l 類似条文の翻訳結果を
提示

Bilingual KWIC
l 改正法令の翻訳時は

新旧対照表を提示

２．翻訳者支援システム

標準対訳辞書

翻訳者

翻訳法令
データベース

翻訳支援
ツール



削 除

１５
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３．翻訳検査システム

l 低品質の翻訳案を
棄却
l 選択した訳語の検査

l 簡単な文法検査

標準対訳辞書

採択・管理委員会

品質検査

翻訳者



17

４．翻訳評価支援システム

l より良い翻訳案を
選択
l 翻訳案採択のための

基礎

l インターネット上の
投票システム
l 評価メンバーによる

記名投票
l 翻訳案提出者は

匿名

採択・管理委員会

ネット上の
評価グループ

投票
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５．法令データベース管理システム（１）
（公開管理・検索機能）

l 法令・翻訳結果の
公開管理
l 公開先・公開時期の

制限が可能

l 必要に応じたデータ
形式で提供が可能

l 法令・翻訳結果の
検索機能

採択・管理委員会
翻訳法令
データベース

制限付
データ

一般公開 制限公開
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従来

５．法令データベース管理システム（２）
（翻訳バージョン管理機能）

翻訳法令
データベース

バージョン

翻訳品質

初
翻
訳

一
部
改
正

再
翻
訳

一
部
改
正

再
翻
訳

最初から再翻訳

以前の翻訳を利用

再
翻
訳

再
翻
訳

訳
語
変
更

本システム
l 法令改正に対する

翻訳品質の維持
l 以前の翻訳結果を

活用した再翻訳

l 翻訳品質の一層の
向上
l 再翻訳・訳語変更の

随時実施
l 翻訳結果の

バージョン管理
l 再翻訳への対応
l 訳語変更への対応

l 翻訳変更履歴の
提示
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５．法令データベース管理システム（３）
（統合データ管理機能）

l 日本語法令と
翻訳法令を一括管理
l 日本語法令もデータ

ベース化
l 翻訳の有無に

関わらず登録・管理

l 原文と翻訳結果の
対応を管理

採択・管理委員会

翻訳法令
データベース

日本語法令
データベース

統合法令
データベース
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５．法令データベース管理システム（４）
（統合バージョン管理機能）

l 日本語法令の
バージョン管理
l 一部改正への対応

l 法令の沿革・
新旧対照表を提示

日本語法令
データベース

制
定

一
部
改
正

一
部
改
正

翻訳法令
データベース

再
翻
訳

訳
語
変
更

再
翻
訳

再
翻
訳

初
翻
訳

l 法令・翻訳結果の
一括バージョン管理
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５．法令データベース管理システム（５）
（翻訳対象の抽出・提示機能）

l 翻訳が必要な法令の
抽出・提示
l 翻訳要求が高いもの

l 改正されたもの

l その他再翻訳が
必要なもの

l 法令の一部分だけでも
抽出・提示

日本語法令文

翻訳法令
データベース

日本語法令
データベース

翻訳者
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l 自動処理のために
法令データの構造化が
必要
l 法令構造の一部分だけ

の抽出が可能
l データ中にメタデータ

（データに対する注釈）の
付加が可能
l バージョン情報など

l XMLによる構造記述
l 構造定義の標準化
l 構造化タグを利用した

種々の高度処理の実現
法制執務支援システム

５．法令データベース管理システム（６）
（法令データの内部表現形式）

l 法令
l 公布文
l 法令番号
l 題名
l 目次
l 本則

l 編
§ 章
§ 条

・項
l 附則
l 別表
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構造化されていない法令データ

単純なテキストデータ
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構造化された法令データ

自動処理に必要な情報が
埋め込まれたデータ
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構造化された法令データの表示（通常スタイル）

埋め込まれた情報は
通常のユーザには見えない
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構造化された法令データの表示（官報スタイル）

埋め込まれた情報を利用して
多彩な表示や処理が可能
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構造化された法令データの表示（条見出しの抽出）

埋め込まれた情報を利用して
多彩な表示や処理が可能
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６．その他システム

l 翻訳者管理システム
l 登録
l 翻訳依頼
l 格付け
l 報酬支払い

l 評価メンバー管理
システム
l 登録
l 報酬支払い

翻訳者

ネット上の
評価グループ

翻訳依頼主 法令翻訳システム
翻訳依頼

翻訳結果
l 翻訳要求受付・管理

システム
l ユーザからの

翻訳要求（依頼）
l 依頼主管理
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すぐに必要な作業

l 標準対訳辞書の構築
l 対訳法令データの収集
l 標準対訳語・対訳表現の決定

l 法令データ管理方式の決定
l 法令データの内部表現形式の決定
l 内部表現形式に則した法令データの作成

l 翻訳案作成・評価機構の構築
l 翻訳者の人選
l 採択・評価メンバーの人選




